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∂xp< oLTt¢(y)¢(Z)ilo>- -eく OJT日,(y)¢(I)Jlo>(∂3(x-y)-∂3(x-I))十(gerwral)
が導かれる｡ここでTは時間順序積を示す｡この式を Fourier変換すると,エネルギー ･運動量表示の

































になる.このときOはSをkに置き換えたものになる.kは一般にh- C｡sa十 iO･nSinα, (完 2-
1),と表示でき,これを用いて




O-蓋C去 Js2dSp6- PEabcna∂リd a p nc,
となるが,注目すべきは,
去Js2dSpe" PEabcna∂〃nbapnc
は Kroneckar指数と呼ばれるホモ トビ一類1I2(S2)を分類する位相不変量で厳密に整数値を取る. 従
-て伝導度は,0-孟cnとなり,必ず宏 Cの整数倍の値を取る｡すなわち,伝導度の伽 量子化が
















2次元電子系を実現する半導体である Si-MOSFET とか GaAs-GaAIAs-テロ接合で観測されてい
る(整数 )量子ホール効果ではホール伝導度 oxyが
辛) 4月より京大基研｡
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